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１．はじめに  

近年，コンクリートポンプ車の高性能化等に伴い，シ

ールド工事を中心に，コンクリートの長距離圧送の事例

が増加している．コンクリートを長距離圧送により施工

する場合，圧送後のコンクリートの性状変化を事前に把

握するために，相当距離の配管を組立て，実機を用いた

試験圧送により評価することが望ましい 1）．しかし，試

験場所や試験費用の制約から現場では大規模な試験の

実施が困難な場合も多く，簡易にコンクリート圧送時の

性状変化を評価する試験方法の検討が進められている 2）． 

そこで本稿では，配管距離を一般的な試験圧送の 1/10

程度としたコンクリートの簡易試験圧送を実施し，圧送

コンクリートの性状変化や試験の適用性について確認

を行った． 

２．試験概要 

本試験の試験装置は，写真-1 および写真-2 に示すよ

うに，ピストン式の定置式ポンプを利用した，実管長

23.2m(水平換算距離：58.7m)のループ配管を用いた循環

圧送装置となる．本試験装置は，ホッパー部にコンクリ

ートを投入後，ポンプで吸引・吐出を繰返し，循環圧送

することで，圧送時における配管内の状態を模擬してい

る．本試験では，当該試験装置を用いて，実管長で約

1,500m の循環圧送を行った後のコンクリートの性状に

ついて評価を行った． 

表-1 および表-2 に，本試験における使用材料ならび

に試験配合を示す．本試験では，表-2 に示す試験配合の

ほか，実施工における圧送条件を考慮し，現場到着した

試験配合に対して，あと添加となる圧送助剤を添加した

3 配合についても試験圧送を行い，圧送後の性状につい

て比較評価を行った．図-1 に本試験の試験フローを示す．

本試験では，各配合に対して圧送試料のほかに，静置し

た 2 種類の試料についても試験を実施し，圧送作用がコ

ンクリートの性状変化に与える影響について確認した． 
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表-2 試験配合 

表-1 使用材料 

写真-1 簡易圧送試験装置(全体) 

材料 記号 摘要

セメント C 普通ポルトランドセメント

水 W 地下水

S1 千葉県富津市産 山砂　表乾密度：2.60g/cm3

S2 茨城県桜川市産 砕砂　表乾密度：2.62g/cm3

粗骨材 G 茨城県桜川市産 砕石　表乾密度：2.67g/cm3

化学混和剤 AD AE減水剤（標準形Ⅰ種）

細骨材

ホッパー
定置式ポンプ

規定距離圧送後

配管切替により排出

試料投入後、バルブに

よりライン切替

写真-2 簡易圧送試験装置(ポンプ部) 
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３．試験結果 

３．１ フレッシュ性状確認試験 

図-2 に今回試験を実施した各配合の圧送，ならびに未圧送試料のス

ランプ試験結果を示す．図中，現着と記載した試験値については，現

場到着直後に実施した試験結果を，他の試験値は，圧送終了時の圧送

試料，ならびに未圧送試料の試験値を示す． 

試験結果より，各配合ともアジテータ車静置試料(試料②)と練り舟

静置試料(試料③)の間に有意な差は見られず，いずれの配合について

も，静置試料(試料②・試料③)が圧送試料(試料①)と比較してスランプ

が大きくなる結果となった．とくに，試験配合に圧送助剤を添加した

配合(助剤 1・助剤 2・助剤 3)については，圧送試料が現着試料と比較

してスランプが低下している一方，静置試料については，スランプが

大きくなる傾向が確認された．既往の文献においても，圧送時に作用

するせん断力により，コンクリートのフレッシュ性状が変化すること

は指摘されており 3），本試験装置においても，圧送作用に伴う，コン

クリートの性状変化を捉えることができたと考える． 

３．２ 若材齢強度確認試験 

図-3 に今回試験配合の材齢 24 時間における強度試験結果を示す．

前項のスランプ試験と同様，未圧送試料については，静置状態に関わ

らず，圧縮強度に有意な差が見られなかった．一方，圧送試料と未圧

送試料の試験結果を比較すると，いずれの配合においても，圧送試料

の圧縮強度が高い結果となり，圧送時のスランプ試験結果と相反する

結果となった．また，強度値については，助剤の種類により，圧送試

料と未圧送試料の圧縮強度の差に相違が確認された．試験結果より，

初期強度に工程が大きく依存する二次覆工コンクリート等を施工する

場合，フレッシュ性状だけでなく，強度発現性を考慮して助剤を選定

する必要があると考える． 

４．まとめ 

本検討における試験の結果，下記のことが確認された． 

1）今回考案した簡易圧送試験機により循環圧送を行うことで，室内静置試験では評価することのできない圧

送コンクリートの性状変化を捉えることができた． 

2）初期強度発現性が重要となる部位の打込みに際しては，助剤の選定にも配慮する必要がある． 
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図-3 強度試験結果(材齢 24 時間) 

図-1 試験フロー 
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